
















　早稲田大学は、1982 年 10 月 21 日創立百周年を迎えた。こ
れを記念して創立百周年記念事業計画が立案され、その柱の
一つが総合学術情報センターの建設であった。これを受けて、
1985 年 4 月、図書館システム専用の汎用機として IBM 4381
を設置し、図書館システムを日本アイ・ビー・エム株式会社（以
下、日本 IBM）とともに独自開発し、情報科学研究教育センター










　この２代目 WINE は、10 年以上も使われることになるが、

























しい状況にあった。しかも、サポートが 2019 年 9 月末で終了
となる予定ということで、４代目の登場となった。この４代目




Alma がいつまで利用されるかは予測できないが、次の 5 代目の
図書館システムも同様にその時点の最新のアーキテクチャを反映
したものとなっているに違いない。それを楽しみに待ちたい。
　なお、本稿においては、荘司雅之氏（前図書館事務部長）お
よび細野光治氏（株式会社ウィザード）から情報提供をいただ
いた、厚く謝意を表する。
早稲田大学図書館システムの歩み
～早慶図書館システム共同運用にあたって～
深澤　良彰 （前図書館長、 理工学術院教授）
